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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、近年世界的に強まっている保護主義的あるいは地域主義的な主張に対して、

その議論の問題点および伝統的ともいえる単純な自由貿易論の問題点を明らかにし、その

上で今後の貿易政策のあり方を議論したものである。 
論文が取り上げているテーマは、伝統的なものとも見えるものの、今日的な喫緊の新規

性ある課題である。また論理の一貫性、分析の包括性・客観性、事例分析に基づいた緻密

な論理展開は評価できる。分析手法という点では、因果関係に関する計量分析にやや物足

りなさはあるものの、近年の近視眼的で部分均衡論的な保護貿易主義や地域主義を、デー

タを用いた客観的な数量分析に基づく一般均衡論的アプローチで批判的に検討した独自性

の高い論文と評価できる。論理展開面では、政策選択面に近年しばしば散見される非論理

的選択行動に対して、システミック・バイアス理論を用いた整理・分析も独自性として評

価できる。以上を総合的に評価した結果、審査員一同は、本論文が本学の博士号を授与す

る水準に十分に到達している、と判断した。 


